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図２理論結果と実験結果の比較

図１宇宙環境を模した実験装置
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ユニバーサルデザインに対する研究をテー
マに、複雑形状材料システムの最適化設計
や、過酷な環境にある複合材料の材料特性に
関する研究を行っている。
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先進複合材料をはじめとする新素材の
機械的特性や寿命の評価，材料の微視的破
壊を考慮した破壊過程シミュレーション
及び材料設計技術の開発，新素材の利用技
術研究など材料設計及び評価を研究テー
マとしている。

高分子材料の信頼性向上のために，宇宙
環境や湿熱環境という過酷な環境要因に
耐えうる材料の設計開発が重要な課題と
なっている。CFRP 複合材料をはじめとす
る高分子複合材料が宇宙環境という過酷
な環境にさらされると，表面や内部にもそ
の影響が強く現れる。高真空下においては
マトリックス樹脂からの脱ガスや水分排
出によって素材自身の性質や界面特性が
変化し，材料特性や強度が変化することを
実験と理論解析の両面から明らかにした。
さらに，大きな繰返し温度変化を受けるこ
とによる高分子複合材料の強度や寿命の
低下について現在検討している。また，経
年航空機構造の長期運用問題に対して，補
修材として複合材料を応用するなど新素
材の利用技術研究に関する大学・民間企業
連携プロジェクトに取り組んでいる。

主な研究分野
テーマ①先進複合材料をはじめとする新素材の過酷な環境下におけ

る機械的特性や寿命などの材料特性評価
テーマ②ユニバーサルデザインのための複雑形状材料システムの最

適化設計
テーマ③環境にやさしい先進複合材料の利活用技術研究
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②不均質材料の機能性発現と特性評価
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福島県うつくしま新産業創出連
絡協議会委員、福島市新エネルギ
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長(03)、福島市産学連携推進懇談
会委員など
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